
 

 

 
* 年金改革ウォッチは、毎月第1火曜日に連載（祝日は休載）。 
*1 当日の議論を傍聴できず、かつ議事録は未公開のため、配布資料や報道に基づいて執筆している。 
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1 ――― 先月までの動き 

 年金広報検討会は、若年世代(児童・学生)向けの年金教育や、財政検証をマンガで説明するWebペー

ジのリニューアルなどを議論した。年金事業管理部会は、日本年金機構の2018年度の業務実績につい

て報告を受けて意見を交換し、一部が修正された報告書を了承した。年金数理部会は、作業班で検討

してきた2019年度の公的年金財政状況報告を大筋で了承し、一部を修正した報告書を公表した。 

 

○年金広報検討会 

6月7日(第10回) 若年世代向け学習教材の開発、個々人の年金の「見える化」のための取組み、 

「いっしょに検証!公的年金」のリニューアル 

 URL https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000212815_00024.html (資料) 
 
○社会保障審議会  年金事業管理部会 

6月14日(第55回) 日本年金機構の令和２年度業務実績(案) 

 URL https://www.mhlw.go.jp/stf/kanribukai-siryo55_00002.html (資料) 

6月28日(第56回) 日本年金機構の令和２年度業務実績(案)の修正 

 URL https://www.mhlw.go.jp/stf/kanribukai-siryo56_00002.html (資料) 

 
○社会保障審議会  年金数理部会 

6月28日(第89回)  公的年期財政状況報告-令和元年度、その他 

 URL https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198131_00018.html (資料) 

     https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198528_00003.html (報告書) 

 

2 ――― ポイント解説：若年世代(児童・学生)向け年金教育 

 先月の年金広報検討会では、若年世代(児童・学生)向けの年金教育が議題となった*1。本稿では、 

年金教育や社会保障教育に関する近年の議論の経緯を確認した上で、今後の展望を考える。 

1｜経緯：これまでの取り組みを反省して見直し 

 先月の年金広報検討会では年金教育が議題となったが、年金教育を含む社会保障教育については、
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*2 このほか2018/11～2019/05に(公財)年金シニアプラン研究機構で「若年者向けライフプラン教育に関する調査チーム」が開かれた。 
*3 この会議の構成員のうち３名は、年金広報検討会の構成員も務めている。 
*4 年金広報企画室も事務局の一員を務めている。 
*5 (公財)生命保険文化センターは、生活設計や生命保険に関する中高生向け授業セットの公開や講師の派遣を行っている。 
*6 年金時代(2021/06/16掲載)「［公的年金］中高生向けの年金学習教材について審議」。 
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近年、政府の複数の会議体で話題になっていた(図表

1)*2。１つは、2020年2月に首相官邸に設けられた「全

世代型社会保障に関する広報の在り方会議」である

*3。この会議の第１回会合では、スウェーデンの金融

社会保障教育が事務局から紹介された。また、同年

７月に公表された同会議の報告書では、概ね20代以

降に接触することになる各種の社会保障広報を理解

するための土台として、社会保障教育と年金教育の

継続拡充が位置づけられた。 

 しかし、現在の年金教育は2014年7月に公表された

「社会保障の教育推進に関する検討会報告書～生徒

たちが社会保障を正しく理解するために～」に基づ

くもので、図表２のような課題が教育現場などから

指摘されていた。そこで、これらの課題への解決策

を検討するため、2021年3月に「社会保障教育モデル

授業等に関する検討会」が設けられた*4。その第１回

会合では年金の授業案が議論され、マクロ経済スラ

イドなどの用語を使うことへの懸念や授業時間短縮

などの意見が出た。 

2｜展望：マンガや動画の活用、授業参観での実践の

ほか、計算問題(文章題)への組込みも 

 2021年6月の年金広報検討会では、2021年3月に公

開されたマンガや動画を活用したモデル授業を中高

生向けに実施し、教材の開発やモデル授業の全国展

開を目指す方向性が示された*5。これに対して委員

からは、「モデル授業は参観日などに行い、親も巻き

込んで年金教育の相乗効果をねらってはどうか」といった意見が出たと報道されている*6。筆者も、

子どもの授業参観で下水処理の課題や家庭でも可能な対策を学んだ経験があり、この意見に賛同する。 

 これらに加えて筆者が提案したいのが、計算問題(文章題)への組込みである(図表3)。前述した首相

官邸の会議でも取り上げられたように、スウェーデンでは社会保障教育に工夫が凝らされている。筆

者が2004～2005年頃に同国版の「ねんきん定期便」(orange envelope)の開発担当者に会った際には、算

数の教科書に年金に関係する計算問題が登場するように工夫している、という話を聞いた。 

 日本の高校では、社会科(公民)のほか必修である家庭科の生活設計の分野でも社会保障を学ぶとい

う。現在の年金教育の教材や教材案は理念的な内容が中心だが、生活設計にはお金としての数的な感

覚も重要だろう。そこへのつなぎとしては気が早い話かも知れないが、小学生のうちから(親や祖父母

も巻き込んで)教科横断的に生活設計や(社会)保険の仕組みに馴染んでおくのも一案ではなかろうか。 

図表１ 年金教育に関係する近年の政府会議体 

 

 

図表２ 教育現場の実態や課題 (高校) 

 
資料：社会保障教育モデル授業等に関する検討会(2021/3/12)。 
 

図表３ 年金に関係する計算問題の案 (筆者素案) 

 

開催時期 会議名 (主催組織)

2011/10
　～2014/07

社会保障の教育推進に
関する検討会 (厚労省)

2019/02～ 年金広報検討会 (厚労省)

2020/02
　～2020/07

全世代型社会保障に関する
広報の在り方会議 (官邸)

2021/03～
社会保障教育モデル授業等
に関する検討会 (厚労省)

項目 内容

授業時間
各高校で割ける時間は年間
1～2コマ(45～90分)程度

教材の分量
厚労省作成の教材はどれも
分量が著しく多い

教材の難易度
厚労省の教材は難しく、
使用する学校が限られる

教員のニーズ
大量の資料を読む余裕がな
く、実践例を知りたい

学習指導要領
2022年度から「現代社会」
を「公共」(必修)へ変更

◯1か月生活するのに必要なお金(生活費)が20万

円の場合、65歳から80歳まで生活するのに必

要な生活費の合計はいくらですか？また、65歳

から90歳まで生活する場合はいくらですか？ 

◯65歳から80歳まで生きる人と65歳から90歳まで

生きる人の2人がいて、自分がどちらのタイプか

は分からないとします。2人とも毎月20万円の生

活費で生活できるようにお金を出し合って準備

する場合、いくらずつ出し合えば良いですか？ 

https://www.nensoken.or.jp/publication/report/
https://www.jili.or.jp/school/yokoku.html
https://info.shaho.co.jp/nenkin/trend/202106/9669
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou_kouhou/
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou_kouhou/
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000051573.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000051573.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syakaihosyou_458538_00004.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-syakaihosyou_458538_00004.html
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=67404?pno=2&site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=67404?pno=2&site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=68153?site=nli

